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訳者序文

この本の著者であるDr. メリロと私が個人的に知り会った
のは、2009年にこの本の初版が出版される数年前で、私

が彼の元で発達障害治療のトレーニングを受けていた頃である。
『Disconnected Kids』（原著のタイトル）の初版本は改訂版が2015
年に出る前に、すでに韓国語、中国語を含む何カ国語かに翻訳されて
いた。私は長年米国で発達障害の子供たちの治療に携わり、へミスフ
ェリックインテグレーションセラピー（ブレインバランスセラピー）
が、この本に書かれている通り素晴らしい効果があることを身をも
って体験していることから、ぜひ日本で困っている子供たちやその
家族のために、この本を紹介したいという一念で翻訳に携わった次
第である。

翻訳にあたって、日本語と英語の言語体系の違い、教育システムの
違いなどで、翻訳をすることで意味が不明になりやすい部分などは、
内容を変えることなく、できるだけわかりやすく説明をしたつもり
である。発達障害とは何なのか、どうして特定の症状が出るのか、そ
してそれを修復するには何をすればいいのかという、親の皆さんに
とっては、わらをも掴む思いで手に入れたかった情報と方法がすべ
て詰まったこの本が、発達障害の間違った理解や、家族の苦しみを解
決し、子供たちの未来を開いてくれると信じている。また発達障害に
関わる教育者、医療専門職、そしてセラピストなどの皆さんにとって
も、この本が希望の光になると確信している。

本書は、大きく２部で構成されており、前半の第１〜5章では、発
達障害が起こるメカニズムについて説明している。このパートを読
めば、何が原因でお子さんの成長が妨げられているのかがわかるだ
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ろう。後半の第６〜13章には、お子さんの機能バランスの崩れをつ
きとめ、それを集中的に改善するエクササイズを用いて、発達障害を
治療するためのブレインバランスプログラムについて書かれている。
しかも、読んですぐに、両親と子供が一緒に家庭で実践することがで
きるのである。

最後にこの本を出版してくださった、クロスメディア・パブリッシ
ングの皆さん、そして私と出版社の架け橋になってくださった、檜垣
暁子氏、関隆一氏、および出版を応援してくださった外山誉人氏、及
びその他の多くの関係者の皆様に心から感謝の意を表したい。

米国インターナショナル機能神経科学会小児神経発達障害フェロー（FIBFN-CND-H） 吉澤公二
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序説

現代の子供たちにおける
最悪な流行を止めるために

我々は、前例のないテクノロジーの進歩を経験しています。しか
し同時に、バランスよく機能する脳を持ち合わせていないこ

とが原因で、現代社会に適応できない子供の数が、危険なほどに増加
していることも経験しています。今日、約2100万人もの子供が重度
の注意、行動、そして学習障害があると診断されています。毎日何千
人もの子供たちがADHD、自閉症スペクトラム、失読症、ティレット
症候群、強迫神経症、双極性障害、およびその他の恐ろしい身体の異
常があると診断されており、脳の中で何か良くないことが起こって
いる証なのです。これは未曾有の現象で、現代において最も重要な健
康問題と言えるでしょう。ほんの一世代前までは、自閉症はほとんど
まれに起こると考えられていた障害で、アメリカで生まれる子供の
1万人に1人程度が診断されていたに過ぎませんでした。

2009年に私が『Disconneted Kids』（本書の原著タイトル）の初版
を出版したときには、150人に1人の子供が自閉症と診断されていま
した。現在、自閉症スペクトラム障害と診断される率は、68人に1人
であり、それは男児に限ってみると、42人に1人の割合で起こってい
ます。それ以外の障害についても、その上昇率はとどまるところを
知りません。現在では、ADHDは世界中のあらゆる小児の精神的な
問題の中で、最もよく起こる問題になっており、3歳児にさえもリタ
リンやアデロールなどの薬が処方されているのです。これらの統計
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は、いたるところで毎日のようにニュースの見出しになっています
が、誰も理由を説明してはいません。なぜこんな現象が起きているの
でしょうか? どうやったら止められるのでしょうか? いったい我々
に何ができるのでしょうか?

90年代に1人のADHDの子を持つ親として、また神経の専門医と
して神経行動障害のリサーチを始めたとき、私は子供の脳に何が起
こっているかを正しく説明してくれる情報がないことに、失意の念
を持ちました。専門家にこの質問を投げかけても、化学物質のバラン
スが悪いとか、遺伝的なものといった漠然とした答えしか得られま
せんでした。いろいろな書籍を調べてみても、すべて同じようなこと、
たくさんの病歴や症例と、その症状との関連の羅列しか書かれてい
ません。そして肝心の治療法に関しては、基本的な投薬による治療が
紹介されているだけなのです。最終的にはこれらの症状はほとんど
が遺伝的なもので、根治することはできないとまとめています。本当
の問題がどこにあって、ADHD、自閉症、失読症、その他の障害の症
状が、どうして引き起こされるかについては、一切明らかにしている
ものが見つかりませんでした。それどころかこれらの障害の実際の
症状についてさえも明確に書かれていません。

私は徐々に、具体的な答えが欠落しているのは、これらの問題の本
質や、原因についての本当の事実が欠落しているからだと気づきま
した。それでも当時、私が明らかにわかっていたことは、この問題は
驚くほどのスピードで増加しているということ、そして我々が今ま
でしてきたことが全く機能していないということです。

アインシュタインは、狂気の定義は、「同じことを繰り返し繰り返
し行って、違う結果を期待することである」と言っています。しばら
くして私は気づきました。答えを見つけることができなかったのは、
答えが1つではなかったからだと。
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小児神経障害は共通の特徴を数多く持っています。それらはたび
たび学習障害や行動障害と総称され、主要な症状は、学校活動にだけ
影響するものであって、その他の部分の発達は、何事もなくスムーズ
に進むものだと暗黙されています。しかしこれは間違った考えです。
それぞれの障害はとても複雑で、身体の機能すべてに関連している
ことがほとんどなのです。

ところが科学は、解決策を見つけるために全身の機能を踏まえた
アプローチをとらずに、主要な問題にのみ焦点を当てて解決策を見
つけようとするアプローチをとります。たとえば、ADHDは注意力
および衝動性の問題。失読症は文章を読む能力の問題。自閉症は社会
性、社交性の問題といったように、誰もこれらの子供たちが持ってい
る他の部分の問題には焦点を当てませんでした。そこには根本的な
原因を探し出す鍵が隠されている可能性があるのにです。ところが
私はそれに気づきました。原因は脳の中だけでなく脳と身体の機能
すべてに関連しているのです。これが画期的なブレインバランスプ
ログラムが生まれた経過なのです。

これらの障害はそれぞれ違った症状を呈しますが、実は同じ1つ
の問題、つまり脳のバランスの問題なのです。そして、それにはすで
に「機能的ディスコネクション症候群」という名前も付いています。
どういう意味かというと、脳の部分部分、特に左右の脳の電気信号の
バランスがとれていない、もしくは同調していないということです。
この電気信号のバランスの崩れによって、左右の脳が情報を分かち
合ったり、統合したりする能力の妨げになり、脳が1つになって働く
ことができなくなります。結果として、脳のバランスの崩れがある子
供は、正常もしくは異常なほどに高い機能を持つ脳の部位や側、そし
て異常なほど機能が低下している部位や側の脳を持つことになるの
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です。問題が起こるのは片側の脳の発育が反対側の発育よりも早く
起こることにあるようです。子供が発育していく過程で、このバラン
スの崩れはますます顕著に現れ、2つの脳半球が決して1つになって
働くことがなくなってしまうのです。脳が機能的に「ディスコネクト
＝つながりを失う」という現象が起こっているのです。ディスコネク
ションを修復する、それは未熟な半球を反対側の半球の発育に追い
つかせることです。それができれば症状は消え、障害もなくなるので
す。

これが、ブレインバランスプログラムの革命的な効果です。このプ
ログラムの成功例と、科学的な研究によって、なぜ、そしてどのよう
にこのプログラムが効果を上げるかが証明されているのにも関わら
ず、ほとんどの専門家の間では、何も変わっていないのです。彼らは
未だにこれらの障害をそれぞれ1つの問題としてとらえ、問題の本
質を捉えるのではなく、1つの症状を治療するアプローチをとって
います。ところが、これらのほとんどの子供たちは、たくさんの違っ
た症状、たとえば感覚、運動、認知、学習、感情、免疫および食事や消
化器系の問題の組み合わせを持っています。前述したように、これら
の障害は身体の機能すべてに関連しているのです。

ブレインバランスプログラムはこれらのすべての症状を、反対側
の脳に影響することなく、働きが鈍い側の脳を刺激することで修復
します。子供の症状に特化した感覚運動や感覚学習運動などの繰り
返し、食事と栄養、そして行動トレーニングを用いて未熟な側の脳を
発達させるのです。それによって両側の脳が統合し、1つの脳として
機能し始めます。世界中どこを探してもこのようなプログラムは見
当たりません。

不幸にも、ほとんどの神経発達障害を持つ子供の親は、子供たちの
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機能不全についての根本的な理解に欠けています。子供の何が悪い
のか、そしてどうしてこのような行動をとるのかを理解していませ
ん（もちろん正しい情報を手に入れることが非常に難しいというの
も理由の1つです）。そして、この問題には解決策がないものだと（医
学的、社会的に）信じさせられています。唯一の最善策は、症状をコ
ントロールするだけで根本の治療にはならない薬をとらせることだ
と教えられます。

私は、1994年から薬や他の医療的介入なしに、これらの障害と診
断された子供たちの治療にあたっており、すべての症状を改善する
ことができることを体験的に知っています。ADD、ADHD、学習障害、
そしてその他の障害および自閉症さえも過去のものにすることがで
きるのです。

親、また先生方皆さんはそれが可能であるということと、それが自
分たちの努力で達成できるということを知る必要があります。です
から、私はこの本を書きました。本書は、子供の脳の中で何が起こっ
ているのかを明らかにするだけでなく、親や先生方皆さんにそれを
修正する方法と力を与えることができるのです。

また、今ではアメリカ国内に80ヶ所以上ある「Brain Balance 
Achievement Center」で使われているのと同じBrain Balance 
Program（ブレインバランスプログラム）の原則を基にして書かれて
います。私が本書の初版を2009年に出版したときには、約千人ちょ
っとの子供たちがこのプログラムを成功裏に体験しました。現在で
はその数は2万人を超えています。このプログラムが、現在利用でき
る中で最も成功確率が高い、総合的なプログラムです。本当の意味で
の脳へのホリスティックなアプローチであり、唯一障害を持つ子供
のすべての症状に焦点を当てたアプローチなのです。本書は私の今
までのリサーチの集大成であり、この本が世界中の子供の精神の健



016

康を脅かしている流行を止めるためのきっかけとなることを望んで
います。この本は、この新しい流行の被害者である子供たちの脳や身
体の中でいったい何が起こっているのかを明確にすることを目的と
して、さらにこれらの子供たちの人生に関わりを持つすべての人が、
子供たちのためにできることを実行する力を与えることを目的とし
ています。

本書が初めて出版されてから今日まで、世界中で小児神経障害の
流行の上昇の原因がどこにあるのかに関しての、たくさんの顕著な
研究が行われてきました。そのほとんどが環境に焦点を当てていま
す。我々がどのようにして人生を生きていくかの選択、そして毒素や
化学物質に日々さらされている事実―それがこれらの障害の流行
の上昇の影の立役者になっているということが最も有力であるとい
うように。私がこの改訂版でこの後論じる、これらの原因を理解する
ことは、ただ単に問題を解決する役に立つだけでなく、この流行を止
めるためにも役に立つことなのです。

今現在これ以上に重要な社会問題はありません。我々の国、そして
世界の将来を脅かす、子供たちの脳に起こっているこの問題よりも
大きな問題は存在しないのです。私はこの脅威が起こるのを予期し、
それを止めるためのプログラムを作り出したのです。この本によっ
て親の皆さんの意識を高め、問題を解決するために直ちに行動に移
せる、本物の治療法を伝えることができると信じています、手遅れに
なる前に。


